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Ⅰ　はじめに

音楽はリズム、旋律、和声の３つの要素から構

成されている。その中のリズムについて芥川は、

「リズムはあらゆる音楽の出発点であると同時に、

あらゆる音楽を支配している。リズムは音楽を生

み、リズムを喪失した音楽は死ぬ。この意味にお

いて、リズムは音楽の基礎であり、音楽の生命で

あり、音楽を超えた存在である。」（１）と述べてい

る。確かに、リズムは音楽の世界だけではなく、

雨や風、鳥の声などの自然界や人間の声や動作な

ど生活のあらゆるものに存在している。このこと

から、リズムが音楽を表現するための基盤である

と言えるだろう。

Ⅱ　背景

幼稚園教育要領や保育所保育指針は、その「表

現」の領域で、「感じたことや考えたことを自分

なりに表現することを通して、豊かな感性や表現

する力を養い、創造性を豊かにする」（２）と記し

ており、幼児の表現活動を重視している。しかし、

新山（2015）が「保育現場には『表現』領域の名

称は浸透したが、養成教育で保育者として『何

を』『どのように』身に付けさせるのかについて

は、未だ議論を深める必要がある。」（３）と述べて

いるように、保育者養成校（以下「養成校」と記

す）における「表現」に関する教育・指導の方法

は、未だ確立されていないのが現状である。

保育現場での様々な音楽表現活動の中では、歌

うことが活動の基本となっている。現場の多く

は「おはよう」「おかえり」などの生活の歌や童

謡、わらべうたなどを活動の中に取り入れている

が、これらの子どもの歌には、養成校の学生が苦

手とする付点リズムが多く含まれている。幼児の

音楽表現の基本となる歌唱指導を始め、より良い

音楽教育を行うためには、保育者自身が音楽の基

礎ともいえるリズムを正しく理解し、リズム感を

養う必要があるだろう。

養成校の音楽の授業では、ピアノの基礎技能を

学ぶとともに、ピアノの伴奏をしながら歌う「弾

き歌い」の技能を習得するのが一般的である。と

ころが、学生たちの殆どはピアノ初級者であるた

め、扱い慣れていないピアノを用いてリズムを指

導する方法は効率的であるとは言い難い。それ故、

音楽表現の基盤ともいえるリズムの指導法を今一

度見直す必要があるのではないだろうか。ピアノ

の弾き方を習得する前に、もしくは同時進行でリ

ズムの指導を行うべきではないかと思われる。そ
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こで筆者は、学生たちに馴染みのある子どもの歌

を例に挙げ、打楽器を用いてリズム感を養う指導

法を検討した。 

Ⅲ　目的

本研究は、養成校の学生のリズム感を向上させ

る指導法の提案を目的としている。学生たちに馴

染みのある子どもの歌を例に挙げて、打楽器を用

いるリズム指導法を検討した。

Ⅳ　指導法

ピアノの名教師として知られるジョゼフ・レヴ

ィーンは、「リズムは体で感じとらなければなら

ない。」（４）と述べているように、リズム感を養う

には、学生にまずリズムを体感させ、身体に覚え

込ませることが重要である。リズムの理論を理解

するだけではリズム感を身につけることはできな

いのである。また、諸井らは「リズム感は、『聞

く』『うたう』『弾く』ことの外に、更に『おど

る』『リズム合奏』を通しても養われます。」、「リ

ズム感は、単に耳だけでなく、身体を通しても感

受されるという特徴をもっていますので、音楽を

きいて歩いたり、おどったりすることや、リズム

楽器を打つことなどは、リズムを身体で感じ、身

体で表現していることで、リズム感発達の上から

も、大いに奨励したいところです。」（５）と述べて

いることから、打楽器を用いた合奏を通してリズ

ム感を養う指導法を提案することとした。 

１．使用教材と楽器 

リズムの違いを学生に説明するための教材とし

て、保育現場で使用されている子どもの歌の中か

ら、「あんたがたどこさ」（譜例１）（６）と「かた

つむり」（譜例２）（７）の２曲を取り上げる。「あ

んたがたどこさ」に用いられているリズム（  

 ）と「かたつむり」のリズム（   ）は、

子どもの歌に多く使用されているにもかかわらず、

これらのリズムを混同してしまう学生が多いから

である。

通常、リズムの指導では、手始めに手拍子によ

るリズム打ちが行われることが多い。何人かがい

くつかのパートに分かれて、パートごとに異なる

リズムを同時に手拍子すると、それぞれのパート

のリズムを聴き分けることが困難となる。そこで、

パートごとのリズムの違いを音色によって聴き分

け易くするため、身近な打楽器である「タンバリ

ン」「カスタネット」「鈴」を用いることとした。

これら３つの打楽器に共通する点は、手拍子に類

似しており、手指の力加減による音のコントロー

ルが容易なことである。また、学生たちが過去に

一度は触れたことのある楽器であり、幼児にも演

奏が平易である。

これらの打楽器を用いるリズム指導について以

下説明していく。ただし、今回は曲目の内容や各

打楽器の特徴・奏法についての説明は割愛する。

（譜例１）「あんたがたどこさ」

（譜例２）「かたつむり」
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２．指導するにあたって

指導者は、まず手本を見せてから学生に行わせ

ることが大切である。「あんたがたどこさ」では、

正しくリズム打ちすることに重きを置き、「かた

つむり」では、打楽器や歌で感情を表現するなど、

表現の多様性や可能性を体験させながら指導して

いく。パートごとに分かれ、学生同士が相互の様

子を確認できるよう円陣を組むなど、向かい合わ

せになって行うと良いだろう。

３．指導法

「あんたがたどこさ」と「かたつむり」を例に

挙げて、それぞれの指導法を述べるとともに、指

導のポイントも併せて述べていく。

あんたがたどこさ（譜例３）

まずはリズムを正確に打てることに重きを置い

て行う。

（１）一通り歌う（譜例３①）

（２）①をカスタネットでリズム打ちしながら歌

う。

（３）②をカスタネットでリズム打ちしながら歌

う。

（４）③をタンバリンでリズム打ちしながら歌う。

（５）カスタネット（②）とタンバリン（③）の

担当に分かれ、歌いながら合奏する。

（６）④を鈴でリズム打ちしながら歌う。

（７）３つのパート（②③④）に分かれ、歌いな

がら合奏する。

（譜例３）「あんたがたどこさ」
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＜指導のポイント＞  

打楽器は打つ位置によって音色が異なることを

最初に実践させたい。

（１）学生には手拍子でテンポを取りながら歌わ

せる。

（２）まず２～４小節に区切りながら行い、最後

に通して打てるようにする。

（３）四分休符の時に打たないようにすることと、

その次の音のタイミングが曖昧にならない

ように注意する。

（４）全員の打点が揃うようにする。

（５）学生同士で相互の音とリズムをよく聴き合

いながら行えるよう指導する。楽器の担当

を交代して行う。

（６）安定したテンポで行う。

（７）カスタネットと鈴、鈴とタンバリンのよう

に、２つのパートで事前に合わせてから行

っても良い。楽器の担当を交代しながら行

う。この歌は歌詞に「さ」が何度も現れる

のが特徴である。「さ」の部分で打つタンバ

リン担当の人は、楽器を構える位置を体の

中央だけでなく、上下左右に移動させなが

ら打つなどの工夫をして視覚的な面白みを

出すと良いだろう。

かたつむり（譜例４）

２つのステップを踏んで、表現指導を加えなが

ら行う。尚、［ステップ２］のピアノ伴奏は、簡

易伴奏にアレンジした。

［ステップ１］

（１）譜例４の①をカスタネットでリズム打ちし

ながら歌う。

（２）②をタンバリンでリズム打ちしながら歌う。

（３）カスタネットとタンバリンの担当に分かれ

て、歌いながら合奏する。

（４）①のリズムを用いて、タンバリンで喜怒哀

楽などの感情を表現しながらリズム打ちを

する。次に歌も加えて行う。

＜指導のポイント＞ 

（１）「あんたがたどこさ」のリズムと混同しない

ように、しっかりリズムを理解させる。

（２）２拍子の強拍・弱拍を意識しながら行うこ

と。指導者は手拍子などで拍を刻み、テン

ポを一定に保つようにする。

（譜例４）「かたつむり」
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（３）パートを交代して行う。相互の音やリズム

をよく聴き合い、全体のバランスを整える

ことを重視し、適切なテンポを一定に保っ

て行う。

（４）楽器を打つスピードや強さなどをコントロ

ールして喜怒哀楽などの感情表現を実践す

る。まずは歌わないでタンバリンの音に集

中して行うこと。次に歌も加えて感情表現

をする。表現の面白さや多様性について体

験させたい。ただし、表現することにより

リズムが乱れないよう注意する。

［ステップ２］

（１）譜例５のⒶ鈴とⒷカスタネットの担当に分

かれ、歌いながら合奏する。

（２）Ⓐ鈴、Ⓑカスタネット、Ⓒタンバリンの担

当に分かれ、歌いながら合奏する。

（３）この曲に相応しい雰囲気や感情を、打楽器

と歌の両方で表現しながら全パート（ピア

ノ伴奏付き）と合奏する。

＜指導のポイント＞

ステップ１と同様に２拍子をよく感じて行うこ

と。指導者は手拍子などで拍を刻みながら指導す

ると良い。それぞれのパートを交代して行う。

（譜例５）「かたつむり」
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（１）鈴とカスタネットは、相互の音やタイミン

グをよく聴き合って行う。鈴は柔らかい音

色のため強拍部に相応しい明確な発音とな

るように、また、カスタネットのリズムは

１拍目裏から始まるため、軽やかに演奏さ

せたい。

（２）歌いながら行ってもリズムが崩れないよう

注意する。リズムが乱れてしまう場合は、

声には出さずに心の中で歌いながら行わせ

ると、リズムと歌詞の組み合わせが客観的

に聴きやすくなる。３つの打楽器と歌、す

なわち４種類の音やリズムを聴き分けなが

ら行えることを目指したい。全員の息が揃

うよう、相互の表情を見ながら行わせると

良いだろう。

（３）この曲の雰囲気や感情を学生に考えさせ、

表現することを実践する。楽しげな雰囲気

やかたつむりの動き、子供の好奇心などを

表現できるよう導きたい。

Ⅴ　考察

「あんたがたどこさ」（譜例３）では、歌のリズ

ム担当（歌詞の「さ」の部分を除く）には、騒

がしくならないよう軽やかな音のカスタネット

を、拍ごとに打つ「拍子打ち」の担当には、カス

タネットの音を邪魔しないよう柔らかい音色の鈴

を、この歌の特徴である歌詞の「さ」の部分には、

明確な音を出せるタンバリンをそれぞれ選択した。

歌詞の「さ」の部分では、鈴とカスタネットを休

符にすることで、タンバリンの音を聴き、次の小

節に入るタイミングを意識的に考えるように構成

している。コダーイが「休符はリズムの重要な要

素であり、聴覚の訓練の最初から教える。これを

しないと、リズムの正確さには絶対到達できない

だろう。」（８）と述べているように、リズムを正し

く理解し、リズム感を養うには休符を理解させる

ことが重要である。 

「かたつむり」のステップ１（譜例４）では、

強拍・弱拍を意識して行えるよう、カスタネット

とタンバリンのみのシンプルな合奏とした。タン

バリンは最初と最後の４小節では拍子打ちを、中

間部の第５小節から第８小節では、拍を２分割し

て八分音符刻みで打っている。これにより「あん

たがたどこさ」とのリズムの違いを理解しやすく

するだけでなく、音価・拍・拍子・テンポを総合

的に学べるようにしている。

「かたつむり」のステップ２（譜例５）では、

歌のリズムを鈴とカスタネットで分担することで、

リズムの正しい理解と同時に、聴く力を促してい

る。また、分担することにより一定のテンポを保

つことへ意識が向くため、リズム感の発達に繋が

ると考えられる。第５小節から第８小節では、タ

ンバリンが拍を２分割することにより、より正確

なリズム打ちが要求され、３つのパートを相互に

聴き合う力を養えるようにした。また、２拍目の

裏をタンバリンは八分休符、カスタネットは八分

音符にすることで休符をしっかりと意識させ、な

おかつ他の楽器の音を聴くことにより耳の訓練と

リズム感の発達を促している。 

指導する際はまずリズムを体感させ、身体に覚

え込ませることを優先し、リズムの理論的な説明

はここでは軽く留めると良いだろう。リズム感や

拍子感覚、一定のテンポ感を身につけるには、拍

子の強拍と弱拍を意識して行うことが大切である。

リズムを理解するには、拍や拍子、音価などの総

合的な理解が必要であり、今回の指導法によりこ

れらを学ぶことができるだろう。

リズムを正確に打てるようになったら、打楽器

を打つスピードや強さをコントロールして、音で

感情を表現することを是非実践させたい。この音

による感情表現の指導を行わないと、単なる機械

的なリズム打ち作業に終始してしまうことになる

からである。音や歌で喜怒哀楽を表現してみると、

個人個人で感じ方が異なることに気づかされ、表

現の多様性や可能性、面白さを実感できるだろう。

保育者の音楽的な感性や表現力が豊かになれば、

幼児にも自然と良い影響をもたらし音楽に対する

興味を促すことになるだろう。

合奏では、学生が互いの表情を見ながら、相互
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の音やリズムをよく聴き合い、全体のバランスを

整え、適切なテンポを一定に保って行うことが大

切である。打楽器にはピアノを弾くような指一本

一本を操る動作がないため、余裕を持って表現し

たり音楽を楽しんだりできるだろう。楽しく生き

生きとした演奏になるよう指導することが望まし

い。

合奏すると、相互の音やリズムを聴き合いなが

ら、協力しあって全体のバランスを整えるなど、

他者に気を配り思いやることになるので、協調性

や共感性といった社会性の基礎を育てることに繋

がると考えられる。また、音色の重なりを聴き分

けられるよう意識を集中させることは耳の良い訓

練となる。聴く力が向上すれば、感性が豊かにな

り音楽表現力を育てることに繋がるのである。合

奏による音楽性や社会性の獲得は、養成校の学生

だけでなく幼児に対しても同様であろう。

Ⅵ　結論

幼児の音楽表現力の基礎を育むためには、その

担い手となる養成校の学生に、音楽表現の基盤と

なるリズムを正しく理解させ、リズム感を習得さ

せることが重要である。ところが、養成校におけ

るリズムの基礎に関する従来の教育は、学生が苦

手とするピアノを用いて行われることが多く、リ

ズム学習が機械的なリズム打ちの訓練に終始して

しまう傾向にあった。

学生の負担を軽減するだけでなく、さらに音色

の違いを利用してリズムの違いを理解しやすくす

るための工夫として、身近な楽器であるタンバリ

ン、カスタネット、鈴を用いたリズム指導法を考

案した。この指導法は、３つの打楽器によるリズ

ム打ちや合奏・合唱、打楽器や歌による感情表現

の実践を通して、リズムを体感し表現する体験を

重ね、リズム感を養っていく方法である。ただ、

リズム感を養うには様々な音楽体験の積み重ねが

重要であり、また、リズムの指導には多種多様な

方法が考えられるため、今回の指導法は一提案と

して捉えていただきたい。

指導者にとって大切なことは、学生自身が養成

校での学びを活かし発展させ、将来、保育者とし

て現場の環境や幼児の発達段階に即した臨機応変

な対応・教育ができるよう導くことである。今後

も幼児教育の充実に繋がる指導を目指し、さらな

る研究を重ねていきたい。
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